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は じ め に

一般質問 ６月１７日（水） 新型ウイルス感染症対応関連について質問！

こんにちは！長岡市議会議員の松野けんいちろうです。
２０２０年に入ってからの定例会は新型ウイルス感染症が拡大する中、これまでと違う緊
張感と雰囲気での開催となりました。
長岡市内での感染者数は今のところ少ない状況ですが、今後も第二波、第三波が来る
とも言われており、各自の備えも更に大切となってきます。また、政府が示した「新しい生
活様式」は、私たちの生活の習慣を変えなくてはならない部分もあり、慣れないこともあり
ます。確実に一人ひとりが心がけることで感染拡大を防止することができますので、実践
しましょう。
６月定例会でも皆さまからお寄せいただいたご意見や情報を踏まえ、長岡市に問題提
起を行いました。特に、新型ウイルス感染症が全国で拡大する中、第二波、第三波の影響
を考慮した質問を行いました。
引き続き、全力で取り組んでまいりますので、ぜひ、ご一読を賜ればと存じます。

●今後の感染症対策の考え方や新しい生活様式の啓発について

Ｑ．市内企業から建物型テントの寄贈と電気工事を無償で施工いただいた
ＰＣＲ検査センターが設置され、少しずつ体制が整ってきていると実感してい
る。しかし、感染症は第二波、第三波があることが普通とされていることから、
新潟県を含め、関係機関との連携など、今後の感染症予防対策について考
えを伺う。

【 答弁者： 磯田市長 】
Ａ．今後も感染の第二波を考えると発熱外来の在り方、唾液によるＰＣＲ検
査、抗原検査や抗体検査など各種検査の動向把握をして、長岡に導入でき
るものは躊躇することなく導入したい。新潟県、長岡市医師会、市内の基幹
病院等と綿密に連携を取りながら対策をしていきたい。
新しい生活様式の啓発は決して、絶対的な基準であると考えていない。
三密を避けるなどを基準にしながら、臨機応変に状況に応じ、現場に合わ
せた柔軟な対応こそ、長期にわたる新型ウイルス感染防止に必要な対応だ
と考えている。

●市役所内部におけるテレワーク環境や制度の整備について

Ｑ．新型ウイルス感染症時期（緊急事態宣言発出時）の在宅勤務と緊急事
態宣言が解除となった現在の取組みについて伺う。
また、長岡市役所も在宅勤務制度や時差出勤制度、フレックスタイム制度な
ど柔軟な制度活用が必要と考えるが、今後の環境や制度の整備について
伺う。

【 答弁者： 総務部長 】
Ａ．実施できる職場を対象に、在宅勤務・時差出勤等による分散勤務に取
組んでいる。５月末までに５５の職場で延べ、2372人が実施している。
今後はテレワーク環境の整備を一層進めるとともに、サテライトオフィス等、

既存施設の活用、各種制度の柔軟な運用により業務継続体制の向上と育
児や介護と仕事が両立できる在宅勤務、モバイルワークなど、時間や場所
を柔軟に活用する新たな働き方の本格導入に向け、必要な制度の整備に
取り組む。

2020年6月定例会一般質問では、まず、新型ウイルス感染症期に起きていることが、９年前に発生した３・１１東日本大震災時に起きた現
象と酷似していることを伝えさせていただきました。特にマスクや防護服、県外自動車ナンバーに対する差別、物資の不足に加え、長蛇の列、
宿泊業・飲食業における大量のキャンセルの状況。そして、医療や教育などの混乱状況、風評被害やサプライチェーン（供給網）の寸断など
似た現象が多々起きております。
私自身、東日本大震災の発災時には宮城県石巻市や女川町に設備の復旧応援に行きましたが、中越地震や中越沖地震とは違う光景が
目の前に広がっておりました。その東日本大震災で被災した福島県では、災害自体の直接影響で亡くなった方よりも災害時は生存したのに
もかかわらず、避難生活などその後の生活の中で亡くなった方が多いことがわかっております。
今回の新型ウイルス感染症についても、その悪影響が長期にわたって続き、同じ様なことが起きる可能性が高いと思います。
緊急事態宣言が解除された現在は、気持ちが少し楽になっているところもありますが、再び避難状態に通じるような行動の制限があれば、健
康状態や精神状態の悪化。DV（ドメスティックバイオレンス）・虐待も起こりやすくなります。
今回のような社会的危機はこれまで埋もれていた、課題・問題を顕在化させる作用を持っておりますので、しっかりと長岡市全体で向き合
わなければならないと強く感じております。

討議資料



産業市民委員会 ６月２３日（火） 特別定額給付金 ・ ごみ収集について質問 ！

●避難所運営マニュアルの見直しについて

Ｑ．感染症が流行している中で、大地震などが起きて住民避難が生じたとき
の避難所運営マニュアルの見直しが急務と考えるが、市の考えを伺う。

【 答弁者： 危機管理防災本部長 】
Ａ．先般、避難所における新型ウイルス感染症防止対策のマニュアルを新た
に作成し、避難所の運営に従事する職員に対し研修を行っている。一方、既
存の長岡市地区防災センター指定避難所運営マニュアルについても、今後
の感染症の終息をみて必要な見直しを検討する。

●人権侵害について

Ｑ．全国では最前線の現場で働く医療従事者とその家族にも差別や偏見に
さらされている状況を聞くようになっている。新潟県は、新型ウイルス病院影
響調査の結果を取りまとめ公表した。職員や家族への誹謗中傷が新型ウイ
ルス入院患者受入れ病院等の３０病院で２３％、全病院１０１病院でも８％と、
医療従事者に対しあったことが報告されている。新潟県内においても風評
被害が発生していることから、今後、人権侵害にはどのように取組むか伺う。

【 答弁者： 危機管理防災本部長 】
Ａ．差別や偏見から人権を侵害する行為は絶対にあってはならないことであ
る。市としては引き続き市政だよりやホームページなどで、新型ウイルス感染
症に関する正確な情報の発信、人権に配慮し、お互いを思いやる意識の啓
発に法務局長岡支局や人権擁護委員協議会などの関係機関と連携しな
がら取組んでいく。●高齢者や障がい者など生活弱者に対する避難行動について

Ｑ．災害で避難行動をする上では、自助・共助・公助が大切であることは認
識しているが、感染症が拡大している中では特に共助が難しくなると考える。
高齢者や障がいのある方など、生活弱者に対する避難については、地域の
方々の手助けにより早めの避難行動がとれているが、共助についての考え
を伺う。

【 答弁者： 福祉保健部長 】
Ａ．これまでと同様に、家族や親族を中心に町内会、自主防災会、民生委員
の皆様の協力を得て、安否確認や声かけ、同行などによる避難支援を行う
こととしている。また、新型ウイルス感染症対策として避難する際は、各自が
体調管理に留意しながら、マスクの着用、消毒など、可能な限り感染防止に
努めることとしている。

●緊急事態宣言発令期間中におけるごみ収集について

Ｑ．緊急事態宣言期間中の４月、５月におけるごみの量（前年比）
【 答弁者：環境施設課長 】

Ａ．4月については、総排出量で約１．１％増加したが、５月の総排出量は８．２％減少
した。５月の大幅の減少については、大型連休期間中に帰省客がほぼないという状
況となり、自宅での消費が非常に少なかったのではないかと分析している。

Ｑ．他市において、清掃センターへの持ち込みで渋滞になったという報道があったが、
長岡市の状況について

【 答弁者：環境施設課長 】
Ａ．他市では持ち込みにより渋滞になった話は聞いているが、長岡市では渋滞になっ
たという現状はない。長岡市においては、持ち込みする場合も収集する場合も使用
料が同額となっていることから、増加する要因になっていない。また、新型ウイルス感
染拡大防止の観点から、施設への持ち込みについては、市民の皆さまから急ぎでな
い場合は持ち込みをご遠慮いただくというご協力をお願いしたこともある。

Ｑ．ごみ収集作業員の感染予防対策と感染リスクについて
【 答弁者：環境業務課長 】

Ａ．一般的な感染予防対策と同様に、マスク、手袋、手洗い及び手指消毒など感染
防止をお願いしている。また、感染リスクを抑えるために、市民の皆さまにはごみを出
す際に、ごみ袋をしっかり縛り封をして、ごみが外にはみださないように呼び掛けてい
る。

●特別定額給付金申請後の個人情報書類等の取扱いについて

Ｑ．申請から給付まで間の保管方法について
【 答弁者：特別定額給付金室長 】

Ａ．申請書類、添付書類含めた一式を特別定額給付金室で厳重に保管している。

Ｑ．給付業務終了後の
申請書や個人情報一式の取扱いについて（保存期限・保管方法）

【 答弁者：特別定額給付金室長 】
Ａ．申請書類量が非常に多いことから文書担当課である庶務課と協議中である。
また、申請書は国の補助金に関する文書で重要なものとなるので１０年保存となる。

●新型ウイルス感染症に対する行動計画について

Ｑ．今回の新型ウイルス感染症に対する対応については、新型インフルエン
ザ感染症等対策行動計画を基にしていると聞いているが、基本的にその行
動計画に沿ったものであったのか、またその内容について修正すべきところ
がなかったのか。

【 答弁者： 危機管理防災本部長 】
Ａ．平成２６年に策定した長岡市新型インフルエンザ等対策行動計画を基本として
いる。政府が示す基本的対処方針や県の対処方針を踏まえ、庁舎内体制の整備、
市民への情報提供や注意喚起、相談窓口の設置、市有施設の臨時休館や生活支
援など、計画に沿った多様な対策を実施している。なお、行動計画については今回
の対応を踏まえ、見直しを検討していく。

Ｑ．収集運搬委託業者に新型ウイルス罹患者が発生した場合の事業継続体制
【 答弁者：環境業務課長 】

Ａ．収集委託業者間の協力体制により事業継続を図るとともに、許可業者のバック
アップ、さらに自治体間での相互応援体制の仕組みにより事業継続を図っていく。

Ｑ．エッセンシャルワーカー（社会生活に不可欠）への人権侵害について
【 答弁者：環境部長 】

Ａ．偏見や差別があったことは聞いていない。むしろ、子どもたちから感謝の手紙をい
ただいたり、収集袋に感謝のメッセージが添えてあることがあった。また、直接、労い
の言葉を掛けられたこともあり、収集業者、作業員も励ましを受けているということで、
大変嬉しい話を聞いている。

一般質問 ６月１７日（水） 新型ウイルス感染症対応関連について（ 続き ）

【人口減少対策特別委員会】
三密防止策として、傍聴議員は控室でインターネット中継での傍聴となっている。



3、避難時の新型ウイルス感染症対策 ※抜粋

（１）避難場所備蓄品等整備事業 ・・・ １億９,７８５万２千円
◎ 自然災害と新型ウイルス感染症との複合災害に備えるため、避難場所で使用
する段ボールベッド等を配備する。

（２）消防施設感染症拡大防止等対策事業 ・・・ １,７０８万５千円
◎ 救急車及び救急資器材を除染するための装置等を整備するとともに、水害時
在宅避難者の救出用ボート等を配備する。

2、感染症拡大防止対策 ※抜粋

（１）感染症拡大防止対策消耗品等配布事業 ・・・ ５４３万８千円
◎ 感染症拡大防止のため、事業者等に衛生用品を配布する。
（一般廃棄物収集運搬業者、乳幼児健診・妊産婦訪問などの専門職従事者、
障がい児通所型福祉サービス事業所）

（２）医療機関感染症拡大防止対策支援事業 ・・・ ３,０１２万円
◎ 市内医療機関に対し、感染症対策に必要な物品の購入費用を支援する。

（３）市有施設感染症拡大防止対策事業 ・・・ ４,１２０万６千円
◎ 市民が安心して施設を利用できるよう、市有施設における感染症拡大防止の
環境を整備する。

４、ひとり親世帯臨時特別給付金事業 ※抜粋

（１）ひとり親世帯臨時特別給付金事業 ・・・ ２億５，６８５万円
◎ 子育てと仕事を一人で担う低所得のひとり親世帯に対し、臨時特別給付金を
支給する。

６、そ の 他 ※抜粋

（１）行政ＩＣＴ推進事業 ・・・ ５,６７４万５千円
◎ 新型ウイルス感染症拡大防止対策と感染症終息後を見据えた市職員の働き
方改革に資するため、リモートワーク、サテライトオフィス、Ｗｅｂ会議の環境を整
備する。

◎新型ウイルス感染症対策 約２０億円 の補正予算可決！！

１、教育・保育環境整備 ※抜粋

（１）温水設備整備事業 ・・・４億８,３７９万１千円
◎ 新型ウイルス感染症防止対策として、園児児童の手洗いを励行するため、自
動水洗による温水設備を整備する。

（２）給食室冷房設備・
スポットクーラー整備事業 ・・・ ２億１,０３８万３千円

◎ 授業日数確保に伴い従来の夏季休業期間に学校給食を実施するため、給食
調理員等の熱中症対策として、給食室などに冷房設備等を整備する。

（３）パソコン入出力支援装置整備事業 ・・・ ２２４万２千円
◎ 総合支援学校の児童生徒がタブレット端末等を使用できるようにするため、
必要な入力装置等の配備を行う。

（４）双葉寮学習環境整備事業 ・・・ ５９万９千円
◎ 双葉寮に無線通信環境を整備し、オンライン学習用端末５台を配備する。

（５）中学３年２０２０
メモリアル大会開催支援事業 ・・・ ２,４０２万円

◎ 中止となった各種スポーツ競技の中越大会に代わり、長岡独自の大会を開催
する。また、発表の機会を失った吹奏楽部など文化系活動の成果発表会を開
催する。

（６）保育園保護者
連絡システム等整備事業 ・・・ １,３５９万２千円

◎ 休園などの情報提供を保護者に対して迅速・確実に行うため、公立保育園等
に連絡システムを導入する。また、保育園間におけるＷｅｂ会議等の実施のた
めタブレット端末を配備する。

（７）校内消毒・清掃員配置事業 ・・・ ５,７９８万４千円
◎ 校内共有スペースの消毒作業や、３密対策により児童生徒が清掃できない
玄関・トイレ等の清掃を行うため、清掃員を雇用する。

（８）学校施設保健衛生用品等整備事業 ・・・ ７,６４４万６千円
◎ 学校における集団感染リスク回避のため、児童生徒及び教員が使用するマス
ク、液体手洗い石鹸、非接触式体温計等の衛生用品を配備する。

（９）保育所等感染症拡大防止対策事業 ・・・ １億３,９５０万円
◎ 公立及び私立認可保育所等や延長保育等各種事業の感染症対応力を底上
げし、継続的なサービス提供を可能とするため、衛生用品購入等に対して支
援を行う。

5、地元産業・地域活動活性化支援 ※抜粋

（１）観光分野における
新型ウイルス緊急経済対策事業 ・・・ １億４，５６５万円

◎ 観光需要の低迷や外出自粛等の影響により疲弊している観光分野の経済活
動を活性化するとともに、新型ウイルス感染症終息後を見据え、大規模イベン
トや観光施設に係る新しい運営ノウハウを蓄積する。

（２）オンライン就活マッチング支援事業 ・・・ １,２５８万９千円
◎ 学生の就職活動をサポートするため、オンラインの就職活動・インターンシップ
など採用のＩＣＴ化を進め、学生の地元定着を支援する。

（３）サテライトオフィス開設促進事業 ・・・ ５,５２３万５千円
◎ 新型ウイルス感染症のリスクを回避する首都圏企業の本社機能移転やＢＣＰ
（事業継続計画）対応のサテライトオフィス誘致を行う。

（４）担い手育成総合支援事業 ・・・ ２,１８０万円
◎ 新型ウイルス感染症の影響で営農を断念しないよう、経営の不安な
新規就農者等の営農継続を支援するとともに、新規営農希望者を受
け入れる体制を整備する。

（５）「錦鯉」オリジナルブランド推進事業 ・・・ ５２５万円
◎ 新型ウイルス感染症の影響により減少した錦鯉の出荷を、出荷が難しい夏季
も行えるよう養鯉業者を支援する。

【 アオーレ長岡 西棟１Ｆ 議場 】
新型ウイルス感染症防止策として三密を回避するため理事者側は関係部署のみ出席
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１、市民活動団体支援事業
（１）市民活動団体支援事業 ・・・ ３,３００万円
◎ 感染症対策に対応し、その強化や「新しい生活様式」にのっとり市民活動を推
進する団体に対し、奨励金または補助金を支給して支援する。

２、感染症拡大防止対策支援事業 ※抜粋

（１）感染症対策福祉・
介護サービス支援事業 ・・・ 5,439万円

◎ 市民生活を維持する障害福祉・介護保険の各種サービスを提供する市内の
福祉事業所等に対し、感染症拡大防止のために使用するマスクや手消毒液
等を配布し支援する。

（２）ＡＩ体温検知カメラ設置経費 ・・・ ２，２００万円
◎ 市有施設にＡＩ体温検知カメラを設置し、利用者の体温を計測するとともに、
発熱の利用を制限し、新型ウイルスの感染拡大防止を図る。

３、障害者就労継続支援事業所向け緊急対策事業
（１）障害者就労継続支援事業所向け
緊急対策事業 ・・・ 1,475万円

◎ 障害者の工賃確保と事業所の安定的なサービス提供を目的に、雇用調整助
成金の交付を受けない就労継続支援事業所に対し、支援金を支給する。

４、経済対策事業 ※抜粋

（１）市内宿泊・日帰り
旅行応援キャンペーン事業 ・・・ ４，０００万円

◎ 宿泊客が激減している宿泊業者を支援するとともに、「新しい生活様式」下に
おける経済活動活性化のため、「越後長岡」観光振興委員会が実施する市
内宿泊施設の市民利用時の宿泊料・日帰り利用料を割引く事業に対して支
援する。

（２）公共交通利用回復応援事業 ・・・ ４，３００万円
◎ まちなかの回遊や通院・買い物活動など公共交通利用の回復及びそれに伴
う経済活動の活性化のため、長岡市地域公共交通協議会が取り組む運賃割
引事業に対し支援する。

政 務 活 動 費 報 告
先日、２０１９年度 政務活動費の収支報告をいたしました。
政務活動費とは、議員の調査研究活動の充実を図るために、必要な経費の一部を補助するものです。
長岡市では議員１人あたり月額６万円、年間７２万円を交付していただいております。（５／１～任期のため年間６６万円支給）
２０１９年度の松野憲一郎（まつの けんいちろう）の政務活動費収支状況は、２８４，３０９円を行政視察や研修会などの勉強
に使用させていただきました。残りの３７５，６９３円（２円利息含む）を長岡市に返還いたしました。
市民の皆さまからの税金になりますので、今後もしっかりと精査し、使用してまいりたいと考えております。

【 主な政務活動費の使途 】
【 調査研修費 】 ２４４，５６４円 調査研究活動のために必要な先進地調査や現地調査経費、研修参加するための経費
【 広報広聴費 】 ０円 調査研究活動や議会活動および市の政策について住民に広報するための経費

（広報誌・報告書の印刷費・送料、会場費）
【 資 料 費 】 16，000円 調査研究活動のために必要な資料作成や図書、資料等の購入に要する経費

（印刷製本費、翻訳料、図書購入費など）
【 情報通信費 】 ２３，７４５円 調査研究活動のために必要な情報収集に要する経費

（電話料、情報端末機器購入・リース、インターネット関連経費など）
【 事 務 費 】 ０円 調査研究活動のために必要な事務用品等の購入等に要する経費

（事務用消耗品購入費、事務機器購入・リース代など）

※２０１９年度から政務活動費のインターネット公開（詳細）も始まりました。

【 学校町交差点：信号機秒数変更 】
昨年より、歩行者『赤』になっても車輛用信号『青』状
態が５秒延長され、以前より車輛が右折を行い易くなり
ました。（歩行者も安全）

【フードバンク長岡センターに寄贈の同行】
フードドライブを実施した団体の寄贈に同行いたしました。

【 学校町交差点 】 【 食品ロス削減 】

地 域 情 報 ～～ 地域のみなさまと共に ～～

【 四郎丸小学校大規模改修 】

【 四郎丸小学校大規模改修スタート！！ 】
２０２０年８月から四郎丸小学校大規模改修が始まりました。
大型車両など工事車両の出入りが多くなりますので、十分ご注意
ください。


